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研究成果の概要（和文）：クラウドソーシングを利用し、形態素解析用電子化辞書UniDicへアクセント情報の付
与を行なった。作業者は不特定多数の非専門家であるため、アクセントを特定したい単語だけでなく、それに連
接してアクセントを変化させないような後続語を同時に提示し、音声合成による発話の中からなじみのあるアク
セントを選択するタスクを設定した。すでにアクセントが既知の単語をgoldとして使用するフィルタリングと、
ベイズ推定による作業者と各設問のレベル推定を用いて、重み付き多数決によるアクセント情報付与を実施し
た。フィルタリングとタスクに対する作業者レベルの予測から居住地の違いに影響されない大規模なアクセント
付与を実現した。

研究成果の概要（英文）：Crowdsourcing was used to add accent information to UniDic, an electronic 
dictionary for morphological analysis. Since the participants were unspecified non-specialists, we 
set them the task of selecting familiar accents from speech synthesized by simultaneously presenting
 not only the word whose accent they wanted to identify, but also its successor words that would not
 change the accent of the word. Filtering was performed using words with known accents as gold, and 
Bayesian level estimation of the worker and each question was used to assign accent information by 
weighted majority voting. The filtering and the prediction of the worker's level for the task 
resulted in large-scale accent assignment that was not affected by differences in place of 
residence.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
単語へのアクセント付与作業は、居住地や出身地の影響を受けるため、非専門家には難しく、大規模な実施は困
難だった。クラウドソーシングの普及とともに発展した設問や作業者のレベル推定手法を使うことで、専門家を
時間的空間的に拘束することのないアクセント付与のフローを実現した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

日本語において「何を『単語』と見なすか？」は自明でなく、日本語母語話者の間でも、皆が納

得するような明確な『単語』の定義はない。しかし語数調査や語彙表などを作成する際には何か

しら『単語』の定義（言語単位の設定）を行わなければ、作業自体を開始できない。国立国語研

究所では図１の３種類の斉一で階層的な言語単位を定義し、形態論情報付きコーパスや、語彙表、

語数表の作成を行なっている。短単位は用例収集を目的とした言語単位である。３単位中最も斉

一に規定され、１単位当たりの字数も短い（少ない）ため、用例を広く多く集めることに向いて

いる。一方、長単位は文節を自立部と付属部に分け、自立部内の短単位をまとめ上げた言語単位

である。短単位では捉え難い複合語を扱うことができる。中単位は音声の研究に向けて設計され

た言語単位であり、短単位と長単位の中間に位置する。 

国語研では、生テキストデータに対して短単位のリッチな形態論情報（e.g., 単位境界、品詞、

活用、語種、仮名表記…）を自動付与する手段として、短単位自動解析用辞書 UniDic を配布し

ている。形態論情報を自動付与する日本語の電子化辞書は複数あるが[3]、アクセント情報を持つ

のは UniDic のみであり、UniDic の大きな特徴といえる。そのため近年ではスマートスピーカー

の発する音声の機械生成（音声合成）にも利用されている。しかしこうした社会からの需要に対

し、UniDic へのアクセント情報付与作業は現在休止状態であり、再開の目途もなく、アクセン

ト情報の付与されていない約２万の短単位を抱えたまま（図２）見出し語の追加だけが現在も継

続して行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

２．研究の目的 

 

日本語のコーパス言語学研究の一環として、アクセント情報付き短単位

辞書の構築を行う。各短単位のアクセント情報の決定には、通常ならば

専門家を集め、時間をかけた協議が必要になる。そのため短単位辞書 UniDic では、この作業が

現在休止状態にある。本研究の目的は、UniDic 短単位へアクセント情報を網羅的に付与するこ

とである。 

 

 

３．研究の方法 

 

そこで１つの短単位に対し、取りうるアクセントの情報を正誤問わず網羅的に付与、それぞれの

発音を音声合成で機械生成する。これによりアクセント情報付与は「並べられた発音から最も自

然に聴こえるものを１つ選ぶ」作業に簡単化できる。この作業を、クラウドソーシングを使って



大規模かつ効率的に実施する。【活用】アクセント情報付き短単位辞書を作ることで、短単位の

上位単位で、音声の研究に向けて設計された中単位の自動解析が可能になる。 

 

 

４．研究成果 

 

クラウドソーシングを利用し、形態素解析用電子化辞書 UniDic へアクセント情報の付与を行な

った。作業者は不特定多数の非専門家であるため、アクセントを特定したい単語だけでなく、そ

れに連接してアクセントを変化させないような後続語を同時に提示し、音声合成による発話の

中からなじみのあるアクセントを選択するタスクを設定した。すでにアクセントが既知の単語

を gold として使用するフィルタリングと、ベイズ推定による作業者と各設問のレベル推定を用

いて、重み付き多数決によるアクセント情報付与を実施した。フィルタリングとタスクに対する

作業者レベルの予測から居住地の違いに影響されない大規模なアクセント付与を実現した。 
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